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広島市立新安佐市民病院（仮称）整備に関する 
コンストラクション・マネジメント（ＣＭ）業務 

仕様書（案） 
Ⅰ 業務概要 

１ 業務名 

広島市立新安佐市民病院（仮称）整備に関するコンストラクション・マネジメント（ＣＭ）業務 

 

２ 業務の目的 

地方独立行政法人広島市立病院機構（以下、「市立病院機構」という。）が発注する広島市立新安

佐市民病院（仮称）整備事業（以下「本事業」という。）に関して、発注者の代行者として、基本設

計段階、実施設計段階、工事発注段階、工事段階の各段階における設計者及び施工者に対するスケジ

ュール、コスト、品質の管理等のマネジメントを行い、円滑な事業の推進を図る。 

 

３ 契約期間 

契約締結の日から平成３３年９月３０日までとする。 

 

４ 対象施設概要 

(1) 事業名称 

   広島市立新安佐市民病院（仮称）整備事業 

(2) 敷地の場所 

 安佐北区亀山南一丁目 

(3) 工事概要  

ａ. 工 事 費（概算金額） ２０５億円（税込） 

ｂ. 建設工期（予定）   平成３１年度 ～ 平成３３年度 

ｃ. 工事内容 

病院建物、アメニティモール、地域開放スペース、家族等宿泊施設、院内保育所、医師住宅、

職員宿舎ほか新築工事、駐車場整備等外構工事 

(4) 敷地面積 

約４０，０００㎡ 

(5) 規模（延床面積） 

ａ. 病院建物 約４０，０００㎡（医療機能部分のみ） 

※ エネルギーセンター、アメニティモール、地域開放スペース等 約４，０００㎡ 

ｂ. 付属施設 約 ４，７００㎡（医師住宅、職員宿舎ほか別棟として整備） 

(6) 計画概要 

広島市立新安佐市民病院（仮称）整備基本計画による。 

 

Ⅱ 管理技術者等の資格及び実績要件 

１ 管理技術者 

管理技術者は、受注者に所属する者に限るものとし、認定コンストラクション・マネジャー（日本

コンストラクション・マネジメント協会の資格試験に合格し登録した者。以下「ＣＣＭＪ」という。）

及び一級建築士の資格を有し、かつ発注者の業務支援を行うコンストラクション・マネジメント業務

（以下「ＣＭ業務」という。）に携わった実績（病院に限る。）がある者であること。 

２ 各分野の主任技術者 
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各分野の主任技術者の資格等要件は、次のおりとする。なお、(1)、(5)、(6)については兼務を認

める。 

(1) 主任技術者（建築） 

ＣＣＭＪ、又は一級建築士の資格を有する者でＣＭ業務に携わった実績のある者とする。 

(2) 主任技術者（構造） 

ＣＣＭＪ、又は構造設計一級建築士の資格を有する者でＣＭ業務に携わった実績のある者とする。 

(3) 主任技術者（電気設備） 

ＣＣＭＪ、又は建築設備士若しくは設備設計一級建築士の資格を有する者でＣＭ業務に携わった

実績のある者とする。 

(4) 主任技術者（機械設備） 

ＣＣＭＪ、又は建築設備士若しくは設備設計一級建築士の資格を有する者でＣＭ業務に携わった

実績のある者とする。 

(5) 主任技術者（建設コスト管理） 

ＣＣＭＪ、又は建築コスト管理士若しくは建築積算士の資格を有する者でＣＭ業務に携わった実

績のある者とする。 

(6) 主任技術者（工事施工計画） 

ＣＣＭＪ、又は一級建築施工管理技士の資格を有する者でＣＭ業務に携わった実績のある者とす

る。 

３ その他 

広島市立新安佐市民病院（仮称）整備に関するコンストラクション・マネジメント（ＣＭ）業務公

募型プロポーザル実施要領（以下「実施要領」という。）に基づき提出した配置予定の管理技術者及

び主任技術者の変更は原則として認めない。ただし、発注者がやむを得ないものとして、承認した場

合を除く。 

 

Ⅲ 業務内容 

本業務は、本事業に係る基本設計段階、実施設計段階、工事発注段階、工事段階の各段階における発

注者の支援を以下に基づいて行うものである。 

なお、本特記仕様書に記載されていない事項については、日本コンストラクション・マネジメント協

会発行の「ＣＭ（コンストラクション・マネジメント）業務委託契約約款・業務委託書（２００９年６

月改定版）」によるものを基本とし、発注者と受注者で協議し決定する。 

１ 共通事項 

(1) プロジェクトの情報管理 

ａ. プロジェクトの運営における伝達・記録・保存の対象となる情報を定め、情報の伝達・記録・

保存の方法を提案する。 

ｂ.発注者との協議において、決定した方法に従い、情報の管理・更新を行う。 

(2) 会議体の運営支援 

ａ. 各種会議体の目的に応じた会議の主催者、参加者、頻度等を提案し、発注者が決定する。 

ｂ. 各種会議体のうち、受注者が出席すると定められている会議においては、技術的中立性のもと、

発注者の支援を行う。 

ｃ. 受注者が出席すると定められていない会議については、議事録又は報告をもとに必要に応じて

発注者に助言する。 

(3) 業務計画書の作成 

次に掲げる事項を記載した業務計画書を作成の上、発注者に提出し、発注者の承認を得るものとす

る。 
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ａ. 業務実施方針 

基本設計段階、実施設計段階、工事発注段階、工事段階のＣＭ業務実施方針 

ｂ. 業務工程 

業務工程計画の作成 

ｃ. 業務実施体制 

業務体制、業務担当表、連絡体制、連絡先 

ｄ. 配置技術者名簿 

担当分野、氏名、生年月日、所属、役職、保有資格、実務経験及び手持ち業務等（協力企業等

がある場合は、その者も含む。） 

ｅ. その他 

発注者が他に必要とする事項 

(4) マスタースケジュールの作成、及び更新 

ａ. 想定される建設工事の発注方式（①設計施工分離方式（従来方式）、②設計と施工を一括して

発注するＤＢ方式、③実施設計段階から施工予定者が参画するＥＣＩ方式）ごとに基本設計段階

から工事段階までの全期間のマスタースケジュールを作成すること。 

ｂ. 本事業の進捗に合わせて作成したマスタースケジュールの更新を行うこと。 

ｃ．決定した工事発注方式により、工事発注段階の業務を実施設計段階と並行して行う場合がある

ので、発注者と協議の上、業務を進めること。 

 

２ 基本設計段階 

(1) 基本設計開始段階の検討 

ａ. 本事業のこれまでの経緯や「広島市立新安佐市民病院（仮称）整備基本計画」を理解し、発注

者の要求を確認し、整理する。 

ｂ. 基本設計方針書の作成を設計者に依頼し、設計者から提出された基本設計方針書と発注者の要

求を比較検討し、結果を発注者に報告する。 

ｃ. 基本設計スケジュールの作成を設計者に依頼し、提出された基本設計スケジュールについて設

計者と協議を行い、発注者に結果を報告する。発注者の指示があった場合はマスタースケジュー

ルを更新する。 

(2) 基本設計の内容確認 

ａ. 基本設計の進捗状況について設計者から随時報告を受け、その内容を発注者に報告する。 

ｂ. 基本設計の内容が概ね確定した時点で、設計者と協議し施工スケジュール案を検証し発注者に

結果を報告する。発注者の指示があった場合はマスタースケジュールを更新する。 

ｃ. 設計者から提出された工事費概算書について、基本設計図書との整合性及び工事予算額との比

較について概略の検討を行い、その結果を発注者に報告する。 

ｄ. 設計者から提出された基本設計図書について、施工性、コスト、スケジュール、品質、専門技

術等の観点から審査を行い、発注者に報告する。 

ｅ. 工事の発注方法、発注区分、スケジュール、契約方法について発注者と協議し、工事発注計画

書を作成する。 

ｆ. 基本設計図書及び関連する成果品の内容について確認を行い、その結果を発注者に報告する。 

(3) 医療機器・家具・備品・情報通信機器など関連業務への対応 

ａ. 関連業務のスケジュールを確認し、その結果を発注者に報告し、マスタースケジュールに反映

する。 

ｂ. 関連業務による建物要求事項が基本設計へ反映されているかを確認し、その結果を発注者に報

告する。 
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(4) 発注方式の決定支援及び工事発注計画書の作成 

ａ. 設計施工分離方式（従来方式）、ＤＢ方式、ＥＣＩ方式の３つの発注方式について、市場状況

を勘案し、品質、コスト、工程の面から比較検討を行い、発注者が行う工事発注方式の決定支援

を行う。 

ｂ. 発注者が決定した発注方式において、発注区分、発注スケジュール、契約方法等について発注

者と協議し、工事発注計画書を作成する。また、必要に応じてマスタースケジュールの更新を行

う。 

(5) その他 

ａ. 基本設計ＶＥの実施または代替案採否の決定支援を行う。 

ｂ. 基本設計段階におけるＣＭ業務について、業務報告書を提出する。 

 

３ 実施設計段階 

(1) 実施設計開始段階の検討 

ａ. 実施設計方針書の作成を設計者に依頼し、設計者から提出された実施設計方針書と発注者の要

求を比較検討し、結果を発注者に報告する。 

ｂ. 実施設計スケジュールの作成を設計者に依頼し、提出された実施設計スケジュールについて設

計者と協議を行い、発注者に結果を報告する。発注者の指示があった場合はマスタースケジュー

ルを更新する。 

(2) 実施設計の内容確認 

ａ. 実施設計の進捗状況について設計者から随時報告を受け、その内容を発注者に報告する。 

ｂ. 実施設計の内容が概ね確定した時点で、設計者と協議し施工スケジュール案を更新し発注者に

結果を報告する。発注者の指示があった場合はマスタースケジュールを更新する。 

ｃ. 設計者から提出された工事費概算書について、実施設計図書との整合性及び工事予算額との比

較について概略の検討を行い、その結果を発注者に報告する。 

ｄ. 設計者から提出された実施設計図書について、施工性、コスト、スケジュール、品質、専門技

術等の観点から審査を行い、発注者に報告する。 

ｅ. 実施設計図書及び関連する成果品の内容について確認を行い、その結果を発注者に報告する。 

(3) 医療機器、家具、備品、情報通信機器など関連業務への対応 

ａ. 関連業務のスケジュールを確認し、必要に応じ、マスタースケジュールを更新する。 

ｂ. 関連業務による建物要求事項が実施設計へ反映されているかを確認し、その結果を発注者に報

告する。 

(4) 工事発注計画の更新 

ａ. 基本設計段階で作成した工事発注計画書について、工事予算額、スケジュール、地域性、及び

その他の条件を勘案し、実施設計を踏まえて見直す必要があるか否か検討を行い、その結果を発

注者に報告する。また、必要に応じ、工事発注計画書を更新する。 

(5) その他 

ａ. 実施設計ＶＥの実施または代替案採否の決定支援を行う。 

ｂ. 実施設計段階におけるＣＭ業務について、業務報告書を提出する。 

 

４ 工事発注段階 

(1)施工者選定支援 

ａ. 決定した発注方式に基づき、施工者選定用の資料（募集要項、応募様式、仕様書、評価基準、

契約関連書等）の作成支援を行う。 

(2) 施工者選定に係る事務局の運営支援 
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ａ. 発注者が行う審査委員会の運営について発注者の要望に応じ助言、議事録の作成等を行う。 

ｂ. 応募者からの質疑に対して回答案の作成を行う。 

ｃ. 提出された見積書及び提案書について内容を検討・評価を行い、発注者に報告し、必要な場合

は発注者に助言する。 

(3) その他 

ａ. 工事発注段階におけるＣＭ業務について、業務報告書を提出する。 

 

５ 工事段階 

(1) 工事準備段階 

ａ. ＣＭ業務内容について、各工事関係者への説明資料として、ＣＭ業務の業務内容、業務範囲及

び関係者の役割分担等を明確にしたＣＭ業務説明書を作成し、発注者の確認を得る。 

ｂ. 工事監理者が作成する工事監理計画書により、監理業務方針を把握する。 

ｃ. 施工者が作成する図書、設計変更等の承認プロセス案を受注者が作成し、発注者の確認を得た

後、プロジェクト関係者に周知する。 

(2) 工事実施段階 

ａ. 総合月間工事定例会議及び工事定例会議、分科会に発注者と協議の上出席する。 

ｂ. 施工者が作成し工事監理者に提出した施工図や施工計画書等（質疑書、提案書等を含む）の確

認を行うとともに、必要に応じて発注者に助言を行う。 

ｃ. 別途発注工事や関連業務について、本工事との調整を行い、全体工程に影響がないよう必要な

支援を行う。 

ｄ. 設計変更のうち、あらかじめ発注者と合意された軽微な変更について、施工者からの提案を承

認し、速やかに発注者に報告する。 

ｅ. 工事関係者により提案された設計変更の内容の適否を確認し、関係者に報告する。 

ｆ. 当該工事請負契約の内容に基づいて、発注者の代理として中間検査及び完成検査を行い、その

結果を発注者に報告する。検査の結果、是正の必要がある事案が判明した場合は、その旨を工事

監理者に通知し、施工者に対する是正指示等を依頼する。 

ｇ. 施工者から発注者に提出された工事費支払請求について、当該請求が工事出来高と合致してい

るか否かの確認を行う。 

ｈ. 工事監理者から提出される工事監理報告書の記載内容について明らかな誤りがないか否かを確

認する。 

ｉ. 工事監理業務の成果物、施工者作成の竣工図書などについて確認行い、発注者に報告する。 

(3) その他 

ａ. 施工ＶＥ、技術提案の実施または代替案採否の決定支援を行う。 

ｂ. 工事段階におけるＣＭ業務について、業務報告書を提出する。 

 
Ⅳ  業務の実施条件等 

各業務は、以下の条件に基づいて行う。 

１  打合せ及び記録等 

以下の受注者が関与した打合せ、協議等については、速やかに会議録を作成し、次回打合せ時までに

検討結果資料等を添えて発注者に提示後、わかりやすく分類し、一元管理すること。 

(1) 連絡調整によるもの 

(2) 定例打合せ（以下の回数を基本とする） 

基本設計段階：週１回程度 

実施設計段階：月２回程度 
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工事発注段階：月１回程度 

工事段階：週１回程度 

(3) その他発注者が行った会議や説明会における記録等 

 

２ 業務報告 

(1) 業務計画書 

業務着手後速やかに以下の書類を提出するものとし、業務の進捗により修正を行った場合も同様

とする。 

ａ. 業務計画書 

ｂ. マスタースケジュール 

(2) 定期報告内容（毎月１回以上） 

ａ. 月間業務結果報告 

ｂ. 各会議、打合せ検討結果、議事録等 

ｃ. 事業進捗状況（各事業及び全体事業のスケジュール）  

ｄ. 翌月の業務計画 

ｅ. その他報告資料  

 

３ 成果品等 

(1) 報告書の仕様等 

業務の進捗に合わせて、基本設計段階、実施設計段階、工事発注段階、及び工事段階の各業務単位

でとりまとめて報告書を作成することとする。ただし、工事段階については、年度ごとに報告書を作

成すること。なお、ここに定めのない事項については、発注者の指示によるものとする。 

ａ. 提出部数は、紙データ、電子データとも２部とする。 

ｂ. 紙データ 

前記２(1)及び(2)をＡ４縦にまとめ左綴じしたものを提出すること。綴りは、適宜分冊し、背

表紙及びインデックス等を用いて分かりやすく取りまとめること。 

ｃ. 電子データ 

紙データとして納めたすべての電子データは、ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒに納めて納品するこ

と。データについては、製本版と同じ体裁で作成したＰＤＦ版とともに、Microsoft Word、

Excel、PowerPoint 形式等のオリジナルデータも合わせて格納すること。 

 

４ 委託料の支払い 

(1) 受注者は、基本設計段階、実施設計段階、及び工事発注段階の各業務が完了したときは、完了報告

書を前記３の成果品と合わせて提出し、検査を受けるものとする。また、工事段階においては、各年

度の業務が完了したときに、完了報告書を前記３の成果品と合わせて提出し、検査を受けるものとす

る。 

(2) 受注者は、発注者の検査に合格したときは、委託料の請求をすることができる。 

 

５  その他 

(1) 受注者は、実施要領における所定の条件を踏まえるとともに、本業務の実施にあたり、本事業に係

る関係諸法令、及び関連条例等の遵守を徹底すること。 

(2) 受注者は、常に発注者の支援者としての立場に立ち、発注者の利益を守ることを最大の任務と捉え、

本業務を実施するとともに、契約期間中、発注者との高い信頼関係、及び、倫理性の保持を徹底する

こと。 
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(3) 受注者は、本事業に関連する設計者、施工者等の関連事業者と常時完全に独立する立場の維持を

徹底すること。 

(4) 受注者は、本業務の実施に関し疑義が生じた場合には、速やかに発注者と協議を行うこと。また、本

業務の遂行に当たり、発注者の方針や意向を満足する上で、当然必要な業務であると発注者が考える

ものに関しては、本業務に含まれるものとして遅滞なく遂行すること。 
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